
【戦　評】

　山形中央ボールでスタートし、＃４木村の３Pが決まる。両チームともディフェンスはハーフコートマン
ツー。鶴岡東が山形中央のディフェンスを崩せず、速攻を決められタイムアウトをとる。その後も鶴岡東は
攻めるもののシュートが決まらない。また、１－２－２のゾーンに変え、守りを固める。しかし、山形中央は
パスとカットインでシュートを決める。１Qは１９－１０、山形中央が９点リードで終了。
　２Q、両チームとも徹底したディフェンスを見せ、なかなかシュートが決まらない。そんな中、山形中央が速
いパス回しでディフェンスを崩し、シュートを決め、３５－２１で山形中央が14点リードで前半終了。
　３Qに入っても山形中央の徹底したディフェンスに鶴岡東は攻めきれない。山形中央は＃７島貫や＃４の
３P、速攻も決まり、３２－６０の大量リードで３Qを終える。
　４Qはお互い譲らないスピードあるゲームを繰り広げるが、山形中央のインサイドプレーから得点を重ね
ていく結果、８６－３９で山形中央が勝利した。
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